
平成２８年 １月３０日 

 

医療機関各位 

 

一般社団法人 姫路市医師会  

臨床検査センター 

 

液状化検体細胞診（LBC）の受託開始について 

 

時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

平素は本会事業にご支援ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

現在、本会検査センターでは子宮頸がん検査において直接塗抹法による細胞診検査

（従来法）を実施しています。しかし昨今、従来の分類法である日母分類からベセスダ

システムに分類法が変更され、検体不適をなくすことを目的に検体採取状態についての

評価分類を導入したこともあり、より細胞診標本の不適正が少ない液状化検体細胞診

（ＬＢＣ）が注目されています。 

液状化細胞診は採取器具から採取した細胞を専用の保存液容器に回収して細胞浮遊

液として保存した後、機器等を用いて細胞診標本を作製する方法です。細胞が観察しや

すいように薄く均一に塗抹され、検鏡しやすく、できあがりの差が少ない標本を得るこ

とができます。 

つきましては、従来法に加え、液状化検体細胞診（LBC）の受託を開始しますのでよ

ろしくお願いいたします。 

 

記 

 

１ 受託開始日  平成２８年２月１日受付分より 

２ 採取容器   専用容器 

３ 採取方法   別紙参照 

４ 所要日数   ５～７日 

５ 検査方法   ＬＢＣ法 

６ 実施料    婦人科細胞診１５０点＋ＬＢＣ加算１８点 

  

                               お問合せ先 

事業推進部 検査技術課  

                                 TEL 079-295-3355 

                                 FAX 079-295-3359 




